
【書くこと】

ことばを生かし、学びをつなぐ

国語教室の創造

～自分の表現を磨き、意欲的に

創作活動に取り組む生徒の育成～
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〔日向・東臼杵地区〕実践報告



成果と課題

はじめに

実態の分析

成果と課題

研究の内容①

研究の内容②

研究の内容③

目次 はじめに

実態の分析

研究の内容①

研究の内容②

研究の内容③



日向・東臼杵地区



若山牧水 白
鳥
は
か
な
し
か
ら
ず
や

空
の
青

海
の
あ
を
に
も

染
ま
ず
た
だ
よ
ふ

歌人（１８８５～１９２８）
旧東臼杵郡東郷村坪谷
（現日向市東郷町）



第４７回牧水かるた大会



はじめに

実態の分析

研究の内容①

研究の内容②

成果と課題

研究の内容③

実態の分析



国語が好きである

あてはまる
どちらかといえばあてはまる

あてはまらない
どちらかといえばあてはまらない

6.９％６９％

３１％

生徒の実態



特にどのような学習が苦手だと感じますか。

●漢文や文法の学習
●物語や説明文を読み解く学習
●自分の考えや意見を書く活動
●物語や詩・短歌・俳句などを
創作する活動
●その他

３４．４％

２５．９％

２３．３％

１１．１％

５．３％

生徒の実態



書いてみたが満足できる文章ではな
いことがある

２７％

７３％

あてはまる
どちらかといえばあてはまる

あてはまらない
どちらかといえばあてはまらない

生徒の実態



令和４年度全国学力・学習状況調査

正答率

宮崎県

全国 ４６．５

無回答率

宮崎県

全国 ９．０

問題番号２三 〔問題の趣旨〕

自分の考えが伝わる文章になるように、

根拠を明確にして書く

４３．９ １０.８



宮崎県の課題

条件を満たしていない

無回答率が高い



新学習指導要領

知識及び技能

思考力
判断力
表現力 等

学びに
向かう力
人間性 等



書くこと焦点化

新学習指導要領

知識及び技能

思考力
判断力
表現力 等

学びに
向かう力
人間性 等

苦手意識

地域の実態

「書く」言語活動

の不足



〔研究主題〕

自分の表現を磨き、意欲的に

創作活動に取り組む生徒の育成

～豊かに書くことの指導を通して～豊かに書く

創作などの学習内容の中で、
自分の表現を磨くことなど
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研究の内容①

研究の内容②

成果と課題

研究の内容③



１ 学習用語の活用

３ 学習支援の工夫

２ 単元計画の工夫

学習用語の活用



１ 学習用語の活用

宮崎県中学校教育研究会国語部会

【研究主題】

ことばを生かし、学びをつなぐ

国語教室の創造



ことば
語 彙

学習用語

教材内概念を理解するために必要な用語

学習用語

共通理解・共通実践

語 彙





ここでは

「直喩」

を使ってみよう

学習効果

学習用語の反復使用

定 着

円滑な学習



１ 学習用語の活用 共通実践



円滑な学習

前時の振り返り

内容の定着

学習の見通し

端的な指示

教師側



学習効果

指示の理解

思考の深化

話題の焦点化

意思の疎通

生徒側



１ 学習用語の活用

３ 学習支援の工夫

２ 単元計画の工夫単元計画の工夫



○学習内容の見通しをもつ

２ 単元計画の工夫

何を どのように
学ぶか

身につけさせたい力



アウトラインの提示

２ 単元計画の工夫



２ 単元計画の工夫

・単元で身につけ
たい力の確認
・ゴールイメージの
共有



２ 単元計画の工夫

単元の学習計画を示し、
見通しをもたせる。



２ 単元計画の工夫

単元の学びを振り返り、
次の学びや生活へと
つなげる。



『描写を学ぶ』

モデル文に学び、練習課題に取り組む。

２ 単元計画の工夫

演
習

スモールステップ

『随筆を書く』

随筆の題材を選び、構成を考え、随筆を書く。

活
用

言語活動



『描写に学ぶ』

モデル文に学び、練習課題に取り組む。

演
習

スモールステップ

① 数パターンのモデル文を比較

情景描写のある文と
ない文

５Ｗ１Ｈ型・心の声型・
自分の考え型

印象の
変化は？

文章の内容
にあった
表現は？



『描写に学ぶ』

モデル文に学び、練習課題に取り組む。

演
習

スモールステップ

② 共通場面の描写に挑戦

「給食」の動画視聴 描写→交流

友達の表
現の工夫
に学ぶ



『描写に学ぶ』

モデル文に学び、練習課題に取り組む。

２ 単元計画の工夫

演
習

スモールステップ

『随筆を書く』

随筆の題材を選び、構成を考え、随筆を書く。

活
用

言語活動

・ 「書くこと」のハードルを下げる

・ レディネスを揃える



１ 学習用語の活用

３ 学習支援の工夫

２ 単元計画の工夫

学習支援の工夫



３ 学習支援の工夫

○ 自分の表現をより豊かにする

ために

ヒントカード
（書き出しの工夫）

文章構成の可視化

チャレンジカード



３ 学習支援の工夫

○「書くこと」への抵抗を和らげる
ために

タブレット端末の利用

書き直しのしやすさ

他の生徒の書きぶり

→交流のしやすさ



３ 学習支援の工夫
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昨年に比べて、国語が好きである

６３％３７％

あてはまる
どちらかといえばあてはまる

あてはまらない
どちらかといえばあてはまらない



特にどのような学習が好きですか。

●物語や詩・短歌・俳句などを
創作する活動
●物語や説明文を読み解く学習
●漢文や文法の学習
●自分の考えや意見を書く活動
●その他

３５．６％

３０．６％

１９．６％

１２．２％

約１０％↑



特にどのような学習が苦手だと感じま
すか。

●漢文や文法の学習
●物語や説明文を読み解く学習
●自分の考えや意見を書く活動
●物語や詩・短歌・俳句などを
創作する活動

●その他２５％

４２．５％１７．２％

１１．２％

４．１％



昨年に比べて、伝えたい気持ちを
書くことができる

７９．６％

２０．４％ あてはまる
どちらかといえばあてはまる

あてはまらない
どちらかといえばあてはまらない



昨年に比べて、自分で満足できる
文章を書くことができた。

７２．６％

２７．４％

あてはまる
どちらかといえばあてはまる

あてはまらない
どちらかといえばあてはまらない



昨年に比べて、書きたいことを
まとめることができる

6.6％

７８．

２１．５％
あてはまる
どちらかといえばあてはまる

あてはまらない
どちらかといえばあてはまらない



昨年に比べて何を書いたらいいのか
わかるようになった。

●あてはまる
●あてはまらない

２２％

７８％

昨年は
約4０％



《成果》

創作活動への興味・関心の高まり

豊かに書くことの指導

学習用語 単元計画 学習支援

表現の幅の広がり

言葉の選択ができる

主体的な学び



《課題》

○学習用語活用の継続的実践

○場面に応じたデジタルと
アナログのベストミックス

○創作活動に興味をもたせる
効果的な手立て



日向市立財光寺中学校
島原 沙弥香

〔日向・東臼杵地区〕実践報告

ご清聴ありがとうございました。

ことばを生かし、学びをつなぐ

国語教室の創造

～自分の表現を磨き、意欲的に

創作活動に取り組む生徒の育成～


